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第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
四
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

（
略
）

四

（
略
）

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等

（
新
設
）

の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、

研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

（
新
設
）

る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等

関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
二
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

第
二
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
所
定
員

置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
所
定
員

が
四
十
人
を
超
え
な
い
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
あ
っ
て
は
、
他
の
社
会

が
四
十
人
を
超
え
な
い
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
あ
っ
て
は
、
他
の
社
会

福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当

福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
介
護
老
人

該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る

福
祉
施
設
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、

場
合
で
あ
っ
て
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
四
号
の
栄
養

入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
四
号
の
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ

士
又
は
管
理
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

一
以
上

四

栄
養
士

一
以
上

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉

４

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉

施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の

施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
介
護

処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

老
人
福
祉
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
第
三
十
八
条
に

規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
ユ
ニ
ッ
ト


